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7)Hypox豆aの改善遅延を認めた糖尿病患者の
心木全例
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多臓終にわたる合併症をもっている糖尿病患者の率に

は鵜殿なタイプの心不全例が見られる.症例は壇五歳7女

ルは不良で,卜巨)オパティがみられた.平成元年12月をこ

呼吸困軌 全身浮腫 (休航 13kg増加1にで某院 入院,

三組尿剤に対する反応低下,低酸素血症のため当科転院と

皮-▲た.入院牲 心持数 (i)分.血圧 2()･1106nlmHg.

CRT〕1.6.毎分 5l.(I)酸素-:-く')にて【nL液ヤーくt)f17.･199

)-'coごllti.4I)0285.51号Ⅰ二12.2で卦 .一､,た.そLT)後,刺

尿剤亜 fいこて体 屯 L,12kLr､リ 亡j:'1,人JdlI(.')胸 水に滅′出土

な く賢胸腔穿刺による強制排液にて血液 ガスの改善がよ

∫)･てつく認ムF)i､.'Il上.経過中に肺動脈拡張 .本淵Htミ(r'̂dl

のわずかな上界を認めたのみであった.わずかな PAd

上昇で肺密血,低酸素血症を来た した症例を3例経験 し

た.塵症合併症をもつ糖尿病患者においては,わずかな

東免荷をこよる急激な肺顧慮を引き起 こし, また選鉱する

こ!二か f･,皆された.

11.特 別 講 演

｢胸郭外陰圧 式 人 工呼 吸の基礎 と臨 床｣

横浜市立大学gk:_学部麻酔科

奥 津 芳 丸 助教授

現在広く行われて いる窺道内陽既読人工呼吸は有効で

あるが予覚管内挿管の必要があり,声が出ない∴ 敵巴が

伝えられない等の非太閤的な状況下で治療が行われてお

り,､い )牛坪的封 入況下~での治療不日.j指 しで十,JI:･前より

胸部を気密惟 J;lCketで揮'-Lllamt℃I･式L7)胸郭外陰FT:.

式人工呼吸器(.T)開発を始め仁 二ハ JjJtでは.呼吸数を

Kgの一回換窺塵が得 られた.その他呼吸革系への影響

として横能的残気量の増加.循環系では自発呼吸時 Li二ほ

とんど変化な く.代謝関係では呼吸仕事鼓の減少と尿鼠

の増加を認めた.胸郭外陰圧式人工呼吸は,吊 非侵襲

的であり,2)会話や経 [1摂取が可能,3)身休制限か′レ

蛋,4)窺道内感染や損傷が少ない,等の利点がある軌

招 意識障害患者では気道確陳が不確実,2)換気効率が

悪い,等の欠点 もあり,症例をこより気道内陽圧式人工呼

吸と使いわけると有用であろう.
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1. 一 般 演 題

呈)小 児ネフローゼ症候群の血清 短G サブタ
:)ス

堺 蔑 (新潟大学小児科)

掴S73例について,血清 若齢 サブダラスを測定した.

検討に際 しては,治癒例17軌 頻回再発例28例その他の

群28例の 3群I.I..分校 HJ_.治癒例は 1ナ｢-7T卜剤中L_卜後

3年廿 上二経過 した音,粗[中日tl発例は 1年間にJI回目 卜再

発 した者,その他の群は治癒例および頻回啓発例の両群

に属 Lなし､著し'P-I.LIfL.対照 Lとして健康小児4O例iTJ)いて

t,測定 し.1十卜の結果を得た.(11矧 =7再発例では 1gtl,I.

芝痴 2が低値であった.治癒例では ⅠgG iが低値であっ

た,‡離 3,Ⅰ痴 頚には有意の変動はなかった.ほ)頻回

薦発例では寛解 時 と再発時で 王gG サブクラスに有窓の

変動はぼなかった.(3)lNSでは総 ⅠgG に長める各サ

ブクラスの割合は健康小児 とほぼ同様であった.(射 初

発例で転,王宮G i,IgG之の低 翻 ミ認め られた甲

21cl･1Ⅰ.I｣症 仙 ･こ J目 上::,J廿髄申 CDl()陽性
摘胞の検討

糟 祐子 成 井 雛 喘 孟宕㌫ 遠蒜蒜壷)中川 机J∴
廿藤 ll:.之 ･村川 ['LliL㍉ 吊 内村1

笹崎 義博 ･浅見 恵子
内海 ;･吾郎 ( 吊 中りし上目･一

･ト児 cAl｣L を中心 に各種疾患 111症例 214検体し叫 ;I

髄中 CDIO陽性細胞に-T,き検討 した.Cl)10陽性細胞

は,小児では cALL以外の疾患で も骨髄中にみられ,

その出現率は年令 と逆相関 していた.二蚤染色を用いた

結果,eALL細胞は非陸揚性の (~1~)lO陽性細胞に比･L工

HLe弓 の陽性率が低 く,B4の陽性率が高かった. ま

た.別.;J5･ⅠミIJ5の二重染色では､｡ALLは均 才こ細

胞集団であるのむこ対 して,非腫癌性の CDIO陽性細胞

の Bまをこ陰性-陽性にわたる広が りがみられた.


